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《主な議論》

交渉回数の違いは納得できない！
組合：ユニオン情報から３月９日にユニオンとは第６回目の賃金団交を行った

となっている。本日、ＪＲ東海労は第６回目の賃金団交である。団交の回

数に違いがあることは、差別であり、不当労働行為である。

会社：トータルの交渉時間を見ている。交渉時間は貴側としっかりと行ってい

る。回数の議論はしないで欲しい。

2023年度賃金引き上げ夏季手当第６回団体交渉

回答には不満、再申し入れ！
ベアはベア、調整手当は調整手当だ！

1,000円の賃金引き上げ、夏季手当2.7ヶ月分に不満！
本部は３月17日「2023年度賃金引き上げ、夏季手当等の再申し入れ」（申第11

号）に基づき団体交渉を開催しました。

今回は回答がありましたが、内容は2023年度新賃金は定期昇給乗数４実施、35

歳ポイントの基本給1,000円引き上げ、調整手当未支給地に月額10,000円支給、

中央新幹線長野工事事務所大鹿駐在の特地手当月額40,000円新設及び夏季手当2.

7ヶ月分支給との回答がありました。その回答を悪用して会社は35歳ポイント基

本給1,000円引き上げと調整手当月額10,000円をならして35歳ポイント7,200円引

き上げを行うと言い放ちました。ベアはベアであり、調整手当は調整手当はであ

り、まやかしの引き上げに抗議しました。

コロナ禍の中で組合員をはじめ、現場で汗を流して苦労している社員に何ら報

おうとしない会社の姿勢は許しがたく、この回答を受け入れることはできないと

判断し、席上再申し入れ（申第17号）を提出しました。

再申し入れの第７回団体交渉は３月23日15時から開催されます。
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組合：トータルの交渉時間であるならば、ユニオンは１時間の交渉が２回あっ

たのか。

会社：細かいことは伝えない。トータルな交渉時間と考えているので、回数の

議論は適切ではない。

組合：交渉のトータルな時間は一緒なのか。

会社：会社として必要な交渉時間を設けている。

組合：交渉回数が違うことは、納得できない。

会社：回数について議論することは正しくない。トータルな交渉時間を設けて

いる。

組合：ユニオンは１回交渉が多いことは差別であり、不当労働行為である。交

渉時間や交渉回数について、各組合同数とせよ。

まやかしの7,200円はベアではない！
会社：（会社の回答書を読み上げる）

組合：乗数４の確保と35歳ポイントの基本給1,000円引き上げることは、この1,

000円がベアでいいか。

会社：調整手当が支給されていなかった地区に月額10,000円の調整手当を支給

する。基準内賃金としては35歳ポイント7,200円上がるという形になる。

組合：ベアはどこになるのか。

会社：7,200円がベアである。基準内賃金で使っている。

組合：（２）（３）により基準内賃金7,200円を引き上げるとはどういうことか。

会社：まず、（２）で35歳ポイントを1,000円を引き上げる。

組合：基本給にとなっているので、一律1,000円となるのか。

会社：配分交渉は後日開催するとなる。調整手当未支給の地区（愛知・岐阜・

三重・静岡・長野等）で月額10,000円を支給する。そうすると基準内賃金

35歳ポイントで7,200円引き上げる。これまで令和２年度に800円基準内賃

金を引き上げることを回答したが、今年度は基準内賃金が7,200円引き上

がる。

組合：7,200円の対象は調整手当が10,000円支給される地区の社員でいいのか。

会社：そうでなく、社員全体を含めて35歳ポイントで7,200円となる。

組合：理解に苦しむ。まやかしである。調整手当が支給されている社員はどう

なるのか。

会社：調整手当が支給されている社員は35歳ポイントで1,000円となる。

組合：35歳ポイントで1,000円がベアでいいか。

会社：その人にとったら1,000円のベアとなる。

組合：1,000円のベアは安すぎる。

会社：調整手当をもらっていた社員は1,000円で、調整手当をもらっていなか

った社員は11,000円となり、全体でならすと35歳ポイントで7,200円とな
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る。

組合：単純に全社員に行き渡るのは、平等に1,000円となるでいいか。

会社：配分交渉を抜きにすれば、全社員に1,000円上がる。ならすと35歳ポイ

ントで7,200円となる。

組合：調整手当が不支給だった地区はどこか。

会社：支給されていたのは東京と関西である。それ以外の地区である。

組合：在来線とリニア関係となるのか。

会社：そうである。

組合：それ以外の地区とは、静岡・愛知・岐阜・三重・山梨・長野でいいか。

会社：今現在、支給している地区は東京・神奈川・静岡の一部であり、大阪・

京都・滋賀・兵庫が支給されている。

組合：10,000円支給者は相当な数になるのか。

会社：相当な数である。

組合：（４）の大鹿駐在に40,000円支給としているが、対象者数は何人か。

会社：現在、約10名となる。

組合：この40,000円は基準内賃金とするのか。

会社：基準外賃金となる。

好調な業績なのにこの回答では納得できない！
組合：35歳ポイントの内訳、諸元は。

会社：後日、伝える。

組合：調整手当が出ていた社員はベア1,000円は、余りにも少ない。

会社：ベア1,000円の前段で、定期昇給は乗数４は確保し、今回上積みとして

基本給35歳ポイント1,000円を上げる。更に調整手当を乗せている。定期

昇給を除いて、ベア1,000円と調整手当があるので35歳ポイントで2.2％の

引き上げで、物価上昇に対応できるものと考えているし、その上で定期昇

給があるので十分対応したと考える。

組合：専任社員には調整手当がないが、専任社員も1,000円上がるのか。

会社：今後の配分となる。

組合：専任Ⅰ・専任Ⅱにも1,000円上げるのか。

会社：今後の交渉となる。

組合：組合要求は10,000円であることから1,000円は納得いかない。

会社：これからの交渉となる。

組合：全く納得いかない。

各組合に平等に提案せよ！
組合：ユニオン情報で機械技術センターの職務手当新設とあるが、今回の回答

に何故ないのか。
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会社：回答書にはないが、口頭では伝えようと考えていた。

組合：発足はいつか。

会社：７月１日である。

組合：新たな職場なのか。

会社：そうである。組織再編によって発足させる。

組合：機械技術センターの現業は何処と考えているのか。

会社：機械技術センター駐在を名古屋・静岡に置く。機械の保守を担当し、自

動改札機や券売機等である。機械の状態監視体制として中央で監視してい

く体制である。

組合：駅集中システムの深度化により、中央で自動改札機や券売機等の機械を

状態監視し、各駐在員が対応するイメージなのか。

会社：そうである。組織を再編して中央で一括管理するシステムをつくる。

組合：規模としてはどれ位か。

会社：要員計画で明らかにする。40名位で考えている。

組合：実際の職務手当の新設はいくらか。

会社：5,000円である。

組合：続いて、血液浄化センターについて明らかにせよ。

会社：セントラル病院内にあって、外来の透析を行ってきたが、入院患者のみ

の透析と、業務内容を縮小し透析の回数が減るので、職務手当の減額を行

う。

組合：職務手当の減額はいくらと考えているのか。

会社：現行4,000円から2,000円に減額する。

組合：プロ大運輸の職種経験順序変更はどのようになるのか。

会社：車掌から運転士から駅に経験順序を変更とする。

組合：理由は何か。

会社：運転士養成は研修が長期に渡るため、特に女性社員が結婚をして、出産

・育児が難しくなる。そのため早く運転士を経験してもらうこととした。

育児休暇復帰後に思い出しをしやすくするために変更する。また、車掌か

ら運転士の方が、例えば運転法規等共通なことが多いので、そのように変

更した方が効率よくできる。

新賃金・夏季手当を再考せよ！
組合：新賃金と夏季手当の回答を受けたが、ＪＲ東海労としては、全く納得で

きない。再考せよ。

会社：そのような考えはない。

組合：対立を確認する。組合要求から大きくかけ離れている。調整手当がなか

った地区に支給することはいいことであるが、西は3,000円、東は4,000円

以上であり、東海は1,000円である。



- 5 -

会社：7,200円である。

組合：まやかしでならしている。ならすことは理解できないし、7,200円のベ

アと言い切る神経が理解できない。ベアはベア、調整手当は調整手当であ

る。別物である。新幹線に勤める社員は1,000円のみである。これでは離

職に歯止めがかからない。こんな回答では持ち帰り検討の値もないので、

この席上で再申し入れを提出する。

回答書は次ページに掲出

以 上
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